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大臣であるとされているが（河川法第 9 条 1 項）、 国土交通大臣が指定する区間（指定区間）については、政令で定














































11 この 2 つの集落は、現在の遊船の中核を担う集落でもある。 


















































                                                   
12 このような豊かな川の姿が激変したのは、1946 年に世木ダムが建設されてからといわれている（日吉町 1987）。そ
して 1997 年に日吉ダムが完成すると、集落ともども水没することとなった。 
13 現在の遊船も、近隣の 4 つの集落を基礎とする 4 つの支部からなっており、地縁集団の連合体としての性格が強い
























































写真 1 本川作のようす1。 





















































































                                                   
22 飲料用ペットボトルの生産量は、1996 年の 500mL 以下の容器の生産自主規制解除後、年々増加しており、2001
年には、1996 年の 2 倍の 40 万トンに達している。保津川における漂着ごみ問題が深刻化したのも、ちょうどこの頃
である。海岸におけるペットボトルの漂着状況については瀬戸内海環境保全協会ウェブサイト
（http://www.seto.or.jp/setokyo/umigomi/）なども参照せよ。 
写真 3 日吉ダムからの放流による濁水。 



















ーン作戦）が正式に組合の事業として始まった。その後の保津川下り 400 年記念委員会（2005 年～




























図 2 保津峡における漂着ごみの組成 
（2009年 12月 19日、大阪商業大学原田ゼミナール調べ） 
 
写真 4 船頭による保津峡の清掃のようす。 










2006 年に行われた保津川開削 400 周年記念事業は、もともとはこうした保津川下りの若手船頭の

























































































って流域の各団体などに呼びかけて 2008 年に設立され、行政機関や事業者、大学、NPO など多様な
メンバーで構成されている（表 1）。 
 
表 1 京筏組の構成団体（筆者作成） 
 協議会メンバー 協力団体・助成団体 



















































































































                                                   
30 平成 21 年度「京のチカラ・明日のチカラコンクール」で「京都・保津川筏復活プロジェクト」として受賞。 
31 船頭のバングラディシュでの調査は地元紙でも大きく報道された（京都新聞 2009 年 2 月 13 日朝刊）。また、2010






34 京都大学をはじめとした研究資金の提供も、以前からの NPO との協働の中で実現したものである。たとえば、長年
にわたって京都大学の研究者によるアユモドキの保全活動の支援が行われているほか、2008 年からは毎年 JICA の研






表 2 保津川筏復活プロジェクトにおける主な費用負担（筆者作成） 
団体名 2008 年度 2009 年度 主な使途 
NPO 法人プロジェクト保津川 305、668 円 457、168 円 材木購入費、運搬費、報告書制作費 
京都大学東南アジア研究所 2、138、005 円 2、043、327 円 人件費、調査旅費、船舶貸借費 















京都学園大学歴史民俗学科 聞き取り調査とりまとめ、記録 DVD 制作 















































































































                                                   



























 亀岡市では、現在、第 4 次総合計画が策定中であり、筆者も審議会委員を務めている。総合計画の
審議会に先立って開催された市民選出の委員による「第 4 次亀岡市総合計画『夢ビジョン』市民会議」






 これを踏まえて審議の始まった第 4 次総合計画審議会では、「基本構想」および「前期基本計画」






                                                   




39 保津川かわまちづくり 第 1 回意見交換会、http://www.pref.kyoto.jp/nantan/do-kikaku/1274150007083.html 
40 詳しくは亀岡市（2009）を参照せよ。 
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付表 保津川筏復活プロジェクトのあゆみ 
2007 8/19 「天若湖アートプロジェクト 2007」（主催：同実行委員会）にて「桂川筏イベント筏をつくろう」
を実施、約 60 年ぶりに保津川の筏を再現 
2008 2/2 次世代へつなぐ南丹地域文化フォーラム（主催：京都府南丹広域振興局）で座談会「川でつなぐ地
域の水文化」開催（会場：南丹市国際交流会館） 
 5/14 第 1 回保津川筏復活プロジェクト連絡協議会（以後、毎月 1 回～2 回開催） 
 5/28 第 1 回筏流しと舟運技術の聞き取り調査 
 5/29 亀岡市立保津小学校にて筏復活プロジェクトの事前学習を実施 
 6/25 第 2 回筏流しと舟運技術の聞き取り調査 
 7/16 第 3 回筏流しと舟運技術の聞き取り調査 
 8/6 第 4 回筏流しと舟運技術の聞き取り調査 
 8/31 筏組み予行演習を実施。 
 9/01 保津川筏復活プロジェクト 2008（保津大橋～山本浜） 
 10/1 伝統的材木搬出技術「修羅」「野遠」の見学会（会場：南丹市八木町） 
 11/1 京都・錦市場「昌の蔵」にて、筏プロジェクトの展示を実施（～11.29） 
 11/5 第 5 回筏流しと舟運技術の聞き取り調査 
 11/3 「第 2 回ボランティア・市民活動フェスタ」（主催：京都市）にて、筏プロジェクトの展示を実施
（会場：京都市勧業館みやこめっせ） 






 3/25 京都大学生存基盤科学研究ユニット京滋フィールド・ステーション事業第 10 回研究会にて筏組み
を実施（会場：保津川下り乗船場） 
186 
 3/27 亀岡市立保津小学校卒業式にて筏で運んだ材木で製作したお箸を贈呈 
 5/15 片井鉄工所（亀岡市）にて、約 60 年ぶりとなるカンの製作を開始 
 5/27 河川流況調査（寅天堰～保津大橋） 
 6/8 筏森山（南丹市八木町）で筏に用いる材木の伐採と「葉枯し」の実証実験 
 7/25 「川ガキ大将復活プロジェクト 2009」（主催：亀岡市）で筏組み体験を実施（雨天により中止） 
 8/8 南丹市日吉町内の大堰川で 60 年ぶりに筏流しを実施（主催：森林環境ネットワーク） 
 8/22 「全日本筏サミット」に参加（会場：広島県太田川） 
  「国際学習フェスタ」（主催：亀岡市）にて、筏プロジェクトの展示を実施（会場：亀岡市交流活
動センター） 
 8/3 「和船ト－ク京都・保津川×氷見・上庄川」（主催：アート NPO ヒミング）に参加（会場：ヒミ
ングアートセンター、富山県氷見市） 
 9/5 筏流しの航路確認会議を開催（会場：保津川遊船企業組合） 
  京都コラボ博覧会「地域力文化祭」（主催：京都府）にて、筏プロジェクトの展示を実施（会場：
ホテルルビノ京都堀川） 
 9/9 保津川筏復活プロジェクト 2008（保津峡・落合～嵐山） 
 9/12 「筏組みワークショップ」（主催：京都大学東南アジア研究所）開催（会場：京都大学総合博物館） 
 9/16 京都大学総合博物館企画展「学術映像博 2009 水・土・火と生きる風景：在地の昔と今をつなぐ」
において筏プロジェクトの展示を実施。（～10/25） 




 9/22 和歌山県・北山川の観光筏下りの現地調査 




 2/17 シンポジウム「筏がつなぐ山、川、そしてまち」開催（会場：京都学園大学） 
 3/6 「南丹地域交流フェスティバル」（主催：京都府南丹広域振興局）で「筏をつくろう！」開催（会
場：南丹市園部町国際交流会館） 
 3/7 車折神社（京都市右京区）にて筏で運んだ木材を用いた玉垣の奉納式開催 
 9/8 保津川筏復活プロジェクト 2010（保津峡・落合～嵐山、予定） 
 11 月 筏材を使った「京筏組 木のグッズ アイデアコンテスト」を実施 
 12/9-11 エコプロダクツ 2010 に出展、筏で流した材木の加工などを展示 
2011 4 月 同志社大学プロジェクト科目に採択（通年）「京の筏を復活させよう！～保津川筏復活プロジェク
ト～」を通年科目として開講 
 9/10 保津川筏復活プロジェクト 201１「いかだにのってみよう」（亀岡市保津町保津大橋） 
 10/26 保津川筏復活プロジェクト 201１「いかだにのってみよう in 嵐山」（京都市右京区嵐山） 
出所：京筏組（2009）をもとに筆者作成 
 
